
平成 22 年度 神奈川県糖尿病協会 総会

議 事 録

日時： 平成 22 年 5 月 9 日（日） 午後 1 時 30 分～3 時 30 分

場所： かながわ県民センター 303 号会議室

 総会開催に先立って、理事会にて総会議事に関する事前承認が諮られた。

 決算･予算については、別紙参照のこと。

【式次第】

総合司会：坂本

書記：津村

開会の挨拶：平尾

議題

平成 21 年度事業報告 常盤

平成 21 年度決算報告 常盤

平成 21 年度監査報告 宮本

平成 22 年度神奈川県糖尿病協会役員（案） 津村

平成 22 年度事業計画（案） 坂本

平成 22 年度予算（案） 常盤

その他

神奈川県糖尿病協会 会則 半田

神奈川県糖尿病協会 療養指導医紹介 半田

代議員紹介（半田･津村･坂本･常盤･齊藤） 津村

メールアドレス ・FAX 半田

事務局再移転報告 津村

事務員 目良様の紹介 常盤

閉会の挨拶 津村



開会挨拶

 最近患者会の会員が増えていかないことを踏まえて、新しい活動が必要。

 昔は、患者さんの約3割が加入していた。しかし、今は2000名の患者のうち300

名前後しか加入しない。研修旅行も昔のようには集まらない。

 指導医が集まって色々と話をする企画も増やしていくべきかと思う。

 企業からの寄付金も昔のように多額に頂くことはできない。

 「糖尿病デー」ではブルーライティングに多額のお金がかかるので、青いネッカ

チーフを巻くことで考えたい。

平成 21 年度事業報告

 報告内容について異議なく承認された。

平成 21 年度決算報告および監査報告

 人件費には事務員の退職金が含まれる。

 備品費には PC 新規購入の費用が含まれる。

神奈川県糖尿病協会役員

 記載事項の修正についてアナウンスされたことを除いて、特段の異議なく承認

された。

平成 22 年度事業計画

 研修旅行（6月 27日～28日、於：西丹沢「中川温泉･あしがら荘」）についての計

画詳細が報告された。

 申し込みは、5 月 26 日迄。キャンセル料は 1 週間前から発生する。

平成 22 年度予算（案）の提案と承認

 収入の部では、企業寄付金が倍増の見込みとなっている。

 支出の部では、会議費に食事代が含まれるため増額となっている。

 事業費については、会報出版･ウオークラリーについて減額としている。また、

食事会補填は 1 回分のみの予定。

 2 年後に関東甲信越地方連絡協議会が解散となる関係上、還付金計の計上が

あり予算減額となっている。

 賃貸料は、川崎市と日本糖尿病協会の契約により無料となっている。



「しんとう」編集方針について

 今年度は 8 頁で紙面を増やす

 役員紹介は患者さんからお願いしたい

 内容として、「役員紹介」、「週間行事報告」、「研修旅行報告」、「食事会報告」、

「患者会紹介」、「事務局だより」を予定している。

神奈川県糖尿病協会会則について

 賛助会員の会費を新規に規定した。

 事務員の退職金規定を新規に規定した。

 改正年度について、平成 21 年 4 月 1 日の追記必要性につき指摘された。

日本糖尿病協会療養指導医一覧

 名簿の誤記載につき指摘された。療養指導医名簿では 5 名の記載漏れあり。

メールアドレス一覧の作成について

 今後の連絡については、電子メールを中心としていく方針としたい。連絡先につ

いて、是非ともご提出お願いしたい。

事務局移転について

 川崎市立川崎病院内に事務局を移転し、当面事務局賃貸料を無料となる見込

みである。

事務局からの提案

 本年度の開催場所を「ズーラシア」に決定した。今後の開催場所決定について

どうすべきかについてご提案頂きたい。

 横浜市大の小児科患者会（つぼみの会）からの納金が一切ない状態が数年続

いている。今後の対応についてそうすべきかについてご検討頂きたい。

 役員（常任理事･理事等）の選任方法について今後の方法についてご提案頂き

たい。

→ 上記 3 つの意見については、理事会で議論を重ねた上で総会に提議する

方が好ましい（平尾）。

ウオークラリーの開催場所について

 開催場所の決定方法についてご提案があればお願いしたい。

 400 名以上が参加する場合には、安全面に配慮することが重要である。


